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(百万円未満切捨て)

１．平成30年12月期第２四半期の連結業績（平成30年１月１日～平成30年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第２四半期 2,912 △7.6 170 168.2 165 230.4 103 △37.1

29年12月期第２四半期 3,153 △9.4 63 △51.5 49 △55.7 163 47.6
(注) 包括利益 30年12月期第２四半期 104百万円( △35.6％) 29年12月期第２四半期 162百万円( 55.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年12月期第２四半期 20.71 20.22

29年12月期第２四半期 33.61 33.18
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年12月期第２四半期 3,935 1,734 43.6

29年12月期 3,554 1,576 43.9
(参考) 自己資本 30年12月期第２四半期 1,715百万円 29年12月期 1,561百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年12月期 ― 0.00

30年12月期(予想) ― ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年12月期の連結業績予想（平成30年１月１日～平成30年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,200 2.5 230 △17.0 210 △17.6 115 △76.4 23.09
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 1社（社名） 株式会社札幌キャリアサポート 、除外 1社(社名）株式会社MPandC
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年12月期２Ｑ 5,005,194株 29年12月期 4,966,494株

② 期末自己株式数 30年12月期２Ｑ 18,405株 29年12月期 46,406株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期２Ｑ 4,974,935株 29年12月期２Ｑ 4,875,015株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、主要国の政策動向による経済への影響が懸念されるものの、

企業収益の改善を受けて設備投資が進み、個人消費の持ち直しならびに雇用および所得環境が改善したこともあ

り、緩やかな回復基調が続きました。

このような経済状況の中、当社グループの主力事業であるＨＲソリューション事業のラウンダー事業及び推奨

販売事業、ＭＲソリューション事業のリサーチ事業において第１四半期連結累計期間に引き続き営業活動を高付

加価値案件の獲得に注力した結果、収益性が高まり売上高・営業利益とも好調に推移いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、2,912,715千円（前年同期比7.6％減）、営業利益

は170,343千円（前年同期比168.2％増）、経常利益は165,117千円（前年同期比230.4％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は103,056千円（前年同期比37.1％減）となりました。

　

　 セグメント別の業績は次の通りであります。

　

売上高（千円） 前期比(%) 営業利益（千円） 前期比(%)

ＨＲソリューション事業 1,824,246 34.4 218,329 25.1

ＩｏＴソリューション事業 646,372 △11.7 101,599 2.0

ＭＲソリューション事業 463,608 18.9 155,323 22.4

ＨＲソリューション事業におきましては、㈱メディアフラッグ及びcabic㈱におけるラウンダー事業、推奨販売

事業の受注が引き続き好調に推移いたしました。なお、当第２四半期連結会計期間より㈱札幌キャリアサポート

の損益を連結対象としております。この結果、売上高は1,824,246千円（前年同期比34.4%増）、セグメント利益

は218,329千円（同25.1%増）となりました。

ＩｏＴソリューション事業におきましては、㈱impactTVにおいて前年同期の大型案件が減少したこと及び下期

から導入予定の新製品の開発に注力したことにより売上高が減少しておりますが、下期から導入予定の高付加価

値商材の引き合いは順調に推移しております。この結果、売上高は646,372千円（前年同期比11.7%減）、セグメ

ント利益は101,599千円（同2.0%増）となりました。

ＭＲソリューション事業におきましては、㈱メディアフラッグ及びO&H㈱において新規受注が好調に推移しまし

た。また海外においては中国での現地流通小売業向けコンサルティングサービスを受注し、引き合い案件も増加

しております。この結果、売上高は463,608千円（前年同期比18.9%増）、セグメント利益は155,323千円（同

22.4%増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ380,839千円増加し、3,935,383千

円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末と比べ407,664千円増加し、3,273,044千円となりました。これは現金及び預

金の増加593,023千円、受取手形及び売掛金の減少181,879千円等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ26,824千円減少し、662,338千円となりました。これは主に㈱札幌キャ

リアサポートの連結に伴い有形固定資産の増加があったものの、投資その他の資産の減少239,784千円によるも

のであります。

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ222,773千円増加し、2,200,916千円

となりました。

流動負債は、前連結会計年度末と比べ26,973千円増加し、1,281,681千円となりました。これは主に短期借入

金の減少100,000千円、1年内返済予定の長期借入金の増加48,514千円、その他の増加60,783千円等によるもの

であります。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ195,800千円増加し、919,234千円となりました。これは長期借入金の

増加226,273千円等によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ158,065千円増加し、1,734,466千

円となりました。これは主に利益剰余金の増加106,574千円、自己株式の減少35,838千円等によるものでありま

す。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、2,004,157千円となりました。なお、当第２四

半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動の結果増加した資金は、416,477千円であります。これは主に税金等調整

前四半期純利益170,444千円、売上債権の減少199,334千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動の結果増加した資金は、60,310千円であります。これは主に有形固定資

産の売却による収入233,457千円、子会社株式の取得による支出168,728千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動の結果増加した資金は、117,217千円であります。これは主に長期借入に

よる収入530,000千円、長期借入金の返済による支出235,233千円、短期借入金の減少180,000千円によるもので

あります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年12月期の通期連結業績予想につきましては、平成30年７月26日に公表いたしました第２四半期の上方

修正に伴い現在精査中であり、現時点では平成30年５月８日に公表いたしました通期連結業績予想を据え置いて

おります。精査完了次第、必要に応じて速やかに公表いたします。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）追加情報

　該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,421,147 2,014,171

受取手形及び売掛金 1,101,685 919,806

商品及び製品 127,588 146,715

仕掛品 50,116 59,527

繰延税金資産 15,902 16,554

その他 149,166 117,452

貸倒引当金 △226 △1,182

流動資産合計 2,865,379 3,273,044

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 90,671 348,193

土地 - 133,751

その他 95,046 116,113

減価償却累計額 △106,825 △265,637

有形固定資産合計 78,893 332,421

無形固定資産

のれん 102,085 86,577

その他 120,443 95,382

無形固定資産合計 222,529 181,960

投資その他の資産 387,741 147,956

固定資産合計 689,163 662,338

資産合計 3,554,543 3,935,383

負債の部

流動負債

買掛金 69,738 62,917

短期借入金 350,000 250,000

1年内返済予定の長期借入金 389,443 437,957

未払法人税等 66,499 56,331

ポイント引当金 1,634 1,839

株主優待引当金 5,539 -

賞与引当金 - 11,400

役員退職慰労引当金 - 28,600

その他 371,852 432,636

流動負債合計 1,254,708 1,281,681

固定負債

長期借入金 640,703 866,976

繰延税金負債 388 26,060

株式給付引当金 51,056 -

その他 31,286 26,198

固定負債合計 723,434 919,234

負債合計 1,978,142 2,200,916
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 344,920 351,541

資本剰余金 558,667 565,288

利益剰余金 708,185 814,760

自己株式 △51,084 △15,245

株主資本合計 1,560,690 1,716,344

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20 △175

為替換算調整勘定 336 △284

その他の包括利益累計額合計 356 △460

新株予約権 10,200 13,200

非支配株主持分 5,154 5,382

純資産合計 1,576,400 1,734,466

負債純資産合計 3,554,543 3,935,383
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 3,153,482 2,912,715

売上原価 1,890,145 1,844,517

売上総利益 1,263,337 1,068,198

販売費及び一般管理費 1,199,818 897,854

営業利益 63,518 170,343

営業外収益

受取利息 344 121

受取配当金 15 74

助成金収入 - 600

為替差益 266 447

不動産賃貸料 - 353

未払配当金除斥益 - 1,585

その他 654 1,029

営業外収益合計 1,279 4,213

営業外費用

支払利息 14,254 5,516

支払手数料 - 1,500

その他 562 2,422

営業外費用合計 14,817 9,439

経常利益 49,981 165,117

特別利益

受取和解金 41,594 -

移転補償金 139,439 -

関係会社株式売却益 - 60,601

その他 38 -

特別利益合計 181,072 60,601

特別損失

固定資産除却損 - 25,269

投資有価証券評価損 - 30,005

減損損失 713 -

特別損失合計 713 55,274

税金等調整前四半期純利益 230,339 170,444

法人税、住民税及び事業税 51,930 46,054

法人税等調整額 14,635 18,700

法人税等合計 66,566 64,754

四半期純利益 163,773 105,690

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△123 2,633

親会社株主に帰属する四半期純利益 163,897 103,056

決算短信（宝印刷） 2018年08月09日 18時16分 9ページ（Tess 1.50(64) 20180525_01）



株式会社メディアフラッグ(6067) 平成30年12月期 第２四半期決算短信

10

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 163,773 105,690

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 177 △195

為替換算調整勘定 △1,029 △621

その他の包括利益合計 △851 △816

四半期包括利益 162,921 104,873

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 163,045 102,240

非支配株主に係る四半期包括利益 △123 2,633
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 230,339 170,444

減価償却費 57,268 33,552

減損損失 713 -

のれん償却額 34,695 35,705

固定資産除却損 - 25,269

関係会社株式売却損益（△は益） - △60,601

受取和解金 △41,594 -

移転補償金 △139,439 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） 251 579

賞与引当金の増減額（△は減少） - 5,700

投資有価証券評価損益（△は益） - 30,005

受取利息及び受取配当金 △359 △196

支払利息 14,254 5,516

売上債権の増減額（△は増加） 193,389 199,334

たな卸資産の増減額（△は増加） △553 △33,029

前渡金の増減額（△は増加） 15,711 8,117

仕入債務の増減額（△は減少） △77,801 △6,617

未払金の増減額（△は減少） △23,005 19,989

未払費用の増減額（△は減少） △38,842 25,918

未払消費税等の増減額（△は減少） △35,658 14,247

その他 5,496 △20,061

小計 194,868 453,873

利息及び配当金の受取額 363 187

利息の支払額 △14,397 △7,665

和解金の受取額 63,554 -

移転補償金の受取額 120,504 -

法人税等の支払額 △57,674 △29,918

営業活動によるキャッシュ・フロー 307,218 416,477

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △60,431 △5,099

有形固定資産の売却による収入 - 233,457

無形固定資産の取得による支出 △33,164 △17,602

子会社株式の取得による支出 - △168,728

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

- 18,982

投資有価証券の取得による支出 △30,005 -

保証金の回収による収入 15,705 560

保証金の差入による支出 △53,218 △366

その他 △9,294 △892

投資活動によるキャッシュ・フロー △170,407 60,310
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △110,000 △180,000

長期借入れによる収入 800,000 530,000

長期借入金の返済による支出 △390,992 △235,233

株式の発行による収入 86,392 13,240

自己株式の取得による支出 - △15,218

配当金の支払額 △10 -

その他 △13,915 4,428

財務活動によるキャッシュ・フロー 371,474 117,217

現金及び現金同等物に係る換算差額 △812 △983

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 507,473 593,022

現金及び現金同等物の期首残高 1,349,021 1,411,135

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,856,495 2,004,157
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い等の適用）

「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号

平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を平成30年４月１日以後適用し、従業員等に対し

て権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」

（企業会計基準第８号 平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。

ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(3)に定める経過的な取扱いに従

っており、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与した

取引については、従来採用していた会計処理を継続しております。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結損
益計算書計上

額
（注２）

ＨＲソリュー
ション事業

ＩoＴソリュ
ーション事業

ＭＲソリュー
ション事業

和菓子
製造販売
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,336,490 726,240 388,329 702,422 3,153,482 ― 3,153,482

セグメント間の内部
売上高又は振替高

21,080 5,575 1,483 12,340 40,480 △40,480 ―

計 1,357,570 731,816 389,812 714,763 3,193,962 △40,480 3,153,482

セグメント利益
又は損失(△)

174,550 99,619 126,939 △10,143 390,965 △327,447 63,518

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△327,447千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であ
り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第２四半期連結累計期間（自 平成30年１月１日 至 平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

ＨＲソリュー
ション事業

ＩoＴソリュ
ーション事業

ＭＲソリュー
ション事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,808,162 641,335 463,217 2,912,715 ― 2,912,715

セグメント間の内部
売上高又は振替高

16,083 5,036 391 21,511 △21,511 ―

計 1,824,246 646,372 463,608 2,934,227 △21,511 2,912,715

セグメント利益 218,329 101,599 155,323 475,253 △304,910 170,343

(注) １．セグメント利益の調整額△304,910千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であり、主に報告
セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

(子会社の取得による資産の著しい増加)

第１四半期連結会計期間において、株式会社札幌キャリアサポートの全株式を取得し連結の範囲に含めたこと

により、前連結会計年度の末日に比べ「ＨＲソリューション事業」のセグメント資産が417,452千円増加しており

ます。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より従来の販売チャネル別セグメントから提供ソリューション別セグメントに変更い

たしました。メディアクルー等人材を活用した販促ソリューションを提供する「ＨＲソリューション事業」、デ

ジタルサイネージ等ＩＴを活用したサービスを提供する「ＩｏＴソリューション事業」、覆面調査やその他マー

ケティングサービスを提供する「ＭＲソリューション事業」に変更しております。

また、「和菓子製造販売事業」につきましては、平成29年８月に㈱十勝たちばなの全株式を譲渡したため前第

３四半期連結会計期間より同社を連結の範囲から除外し撤退しました。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメント区分に基づき作成したものを

開示しております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「ＨＲソリューション事業」において、連結子会社である株式会社札幌キャリアサポートの株式取得による子

会社化に伴い、のれんが発生しております。当該事象によるのれんの増加額は20,198千円であります。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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